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ヨハネの黙示録 21 章 22 節～22 章 5 節 わたしは、都の中に神殿を見なかった。全能 

者である神、主と小羊とが都の神殿だからである。この都には、それを照らす太陽も月も、

必要でない。神の栄光が都を照らしており、小羊が都の明かりだからである。諸国の民は、

都の光の中を歩き、地上の王たちは、自分たちの栄光を携えて、都に来る。都の門は、一

日中決して閉ざされない。そこには夜がないからである。人々は、諸国の民の栄光と誉れ

とを携えて都に来る。しかし、汚れた者、忌まわしいことと偽りを行う者はだれ一人、決

して都に入れない。小羊の命の書に名が書いてある者だけが入れる。 

天使はまた、神と小羊の玉座から流れ出て、水晶のように輝く命の水の川をわたしに見 

せた。川は、都の大通りの中央を流れ、その両岸には命の木があって、年に十二回実を結

び、毎月実をみのらせる。そして、その木の葉は諸国の民の病を治す。もはや、呪われる

ものは何一つない。神と小羊の玉座が都にあって、神の僕たちは神を礼拝し、御顔を仰ぎ

見る。彼らの額には、神の名が記されている。もはや、夜はなく、ともし火の光も太陽の

光も要らない。神である主が僕たちを照らし、彼らは世々限りなく統治するからである。 

 

天から降って来た「新しいエルサレム」は広大な正方形の敷地で、城壁の土台石は様々 

な宝石で飾られ、十二の門があり、大通りは純金で敷き詰められ、神の栄光に満たされた

輝かしい都であった。ヨハネは、「新しいエルサレム」の中がどのようなものであったか

を描いている。都には「神殿」の建物がなかった。全能の神と小羊キリストが神殿である

から、神殿が不要だったからである。また、都には太陽も月も必要でない。神の栄光が都

を照らし、小羊キリストが明かりであったからである。神への信仰を守り抜いた地上の王

たちが、自分たちの栄光を携えて、都に入って来た。都の門は一日中開いている。暗い夜

がないからである。人々は、諸国の民の栄光と誉れを携えて都に来る。しかし、忌まわし

い者、汚れた者は誰一人都に入ることはできない。小羊キリストの命に書に名が書かれた

者だけが都に入れる。 

 第三イザヤは、栄光と救いの到来を預言して、下記のように歌っている。「起きよ、光

を放て。あなたを照らす光は昇り／主の栄光はあなたの上に輝く。… あなたの上には主が

輝き出で／主の栄光があなたの上に現れる。国々はあなたを照らす光に向かい／王たちは

射し出でるその輝きに向かって歩む。目を上げて、見渡すがよい。みな集い、あなたのも

とに来る。息子たちは遠くから／娘たちは抱かれて、進んで来る。そのとき、あなたは畏

れつつも喜びに輝き／おののきつつも心は晴れやかになる。（イザヤ書 60：1～5ａ）」ヨ

ハネは、この預言を意識して、「新しいエルサレム」を描いていると思われる。 

天使はまた、神と小羊キリストの玉座から流れ出て、水晶のように輝く命の水の川を 

ヨハネに見せてくれた。都の大通りの中央に川が流れ、その両岸には命の木があって、木

は年に 12 回、毎月実をみのらせる。命の木の葉は、諸国の民の病を治す。もはや、呪われ

るものは何一つない。神と小羊キリストの玉座が都にあって、額に神の名が記された神の

僕たちは神を礼拝し、御顔を直接仰ぎ見る。暗い夜はなく、ともし火の光も太陽の光も必

要ない。神である主が僕たちを照らし、主の僕たちが世々限りなく統治するからである。 

 「新しいエルサレム」は神の栄光に輝き、神と相まみえ、喜びに満ち溢れた「神の国」

である。迫害に苦しむキリスト者たちは、この至福の幻を共有したのである。 


